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1．人工衛星の開発・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達1
（i）通騨旱3号（お邑3帆，

　　利用騨からの蜷嗣応し・稗機陣頭略渾嚇黙．

応じると紬峰通騨星論ずる自主技術ρ醗を官爵，

擁漏すう通信鯉3号（◎s－3）二つ匝丁・‘，ζ燦・

　　H－1ロ勿下（縁語試騨の醗を輝塗うζども吟

静鱒解バゆ回議を確立レ両三騨騨に躯
要な忌敵三一積を鴎1あわせてS騨体礁鹸に供：㌔．

1るこど㌍断ずる獅鰍鯉理（：ETS・r一．V’）・《つい気　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：1

（3）∫1坤撃資源衛皐．1号，（耳BS一「〉’，

　　．骸開・7曽郷よ礁鯉醐心素の磁を図る．と紬に∴：

資源探査を主目的細土調査・’ H幽騨保全紡災㍉，沿
鰍騨等の翻撒輔うヒと㌍的’とナ碓噸湯島
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1④ゴ騨衝星雲・卵」3）己・

　　　三民晦ゆ要罫対応レ下利用機窓紺る二三鄭，

　　∫痘隆盛櫓1放送鰻に三冠蹄ρ開発噸津るζとを

1沖躯1曙発・
忌耳がβ識、卜’

，，心力面諭H悟・吻・トρ開発盤面進め・昭和・6・

藏F硲聞・勿㌧（．1段幻謙撫総論雌確認用　．

　　炉燗騨二面罫乱して籠実騨供セたい9、．

　　　・捻転験榔ゆ惨雑解諭≧行えゆ乗場合等

　　に断テ備脚☆1吻♪⑫油球徽を昭矛061年．●
　　興妨珂興るよ甥発四手しや・・

イ川ri畝ツ・ト《3脚嘩能艇認魁ともに・技術，
　　試験醒V弓田⑱rV！を拓減る1ため9耳一1ロ・ヶッ
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　　三和6’2年度にズペーズ汐トル！ノス船引：ブを利志して∫．

第二次材料高議MPT．）師ラζどを俘恐恐切ゴ

　　歌論話題主命FMPT）実施の職胸回学窓、

　　込三一共融術に係二二獅の牽化鉢工臨ρ聯ギ
　　性能の向上翻るため㍉高精騨姿勢制御綱三等矧．

　　．：自碓を湿るψツト四這開発を三農さ肺や・恥、

　（3》・米国宇宙基地計画…．

，（4）研究開発の肇欝’・．。

　　　縮醗諭する確開発を「層促騨｛ヒす忌め・宇騨
　　罪事業団に旧いて、湯冷技術による人工衛星冠ロケット．の三管．
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　　　　　　　文∬1∵∴｛漉1痂

第12号群衛星の聯こ⇒い㌣’・1慨呂逼一・．

地回気圏におけるオL貢ラ糧の加速三冠砺世舞
光現象駒糀襯を言うことを目即する第12琴群鯉耳．

XρS－IP）．御一3S皿塑ロヶツMrより・・昭和6終弓返・・

地点，40q勉・遠地点10，’OCO㎞（ρ母楕円準極軌道撃打上げる

ことを自標に昭和5一照度から麟に着手したい．1誓
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噸即衝の醗緬・・醗・ガグ’ラゆ湯中・ll）凝解

外騨畢図引源瞭回想源探査解セ1回忌櫛の
1㌍準騨とと事に際酢勉ギ「聯四極的娠開及醇宙
1関醗業疎術の発展輝沈め｝資涼驚㌍目鮒と、する三四
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工航空晦上諭鯉（AM』S）一・：ジ∴1幽暗：ll』西．

　．太平洋球の洋上航空管制セ系テム及び小型船舶を含む舶舶に紺回

する航欄と鱗灘システムの瀞止口柳レ’た筆記評1

栖を節ための腔直上技簿星（AME夢＞1晦蝉調和

　　一ペイ・避と虞測地黙朧部を有す胆ピ1只砂胆駿

融和6『岬回る∵甥ll隅行IF：菅畔1

等につ，熔て二四穿るごとを要望ずるd’．

●

3．一衛星搭載の高度計及び散乱計’

溺田口シウー獅2号雑記鍋機窓七丁・マ砂
　ロ波高島計友ぴマイク旦波散乱計の研究を行うことを要望する6、

○
4．関係省庁における経費負担の軽減について

　　宇宙開発の実用化畔しト縣点図おけ破牢的な妙用1

心用を維持・促進するたやに侭・出域省庁におけう経費負担の軽

灘図る雌二幅・．

　・このため、・

《・）’他誌ゆ縣り・．1：’．一 轣F：－、♂ご・㍉
③外藩送手段を利聯の砒べて肇聯さ磯餌☆
　　その高くなる部会を科学技術庁に穿いて負担するζととした
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1．　自主技術による宇宙開発の促進策について，’．

　　鋼国における自主技術によ領海開発ρ促進理るためト人

工輪留働醗曝する．とと右忙選利用に選ることを目的．

’とする灯解の打上秩敗により生ず〔る竜郷星の懸者鞭

　の損害については、政府として適切女救済措置を講ずる。

●・・a通信衛星3号（GS＿3）

　　　　　　我が醐糠喜囎醒である綿雑2号～Gr－2），によ．

　　　　　樋齢「ビ随繍P・また贈勉？多様偶る綿騨こ
　　　　　対処すると孝もに・通信衛星た関する技術ρ蘭発を詰めるちあ・・

　　　　．第二黙の琴曲通信鯉ζして・通信纏．3号（C『73！，の季・

　　　　　用論難灘二1：露盤3麟謄瑚
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9a放二三腸ωs二≒）．・

　　欝即の実用放送温覚ある騨衛星2号（昨7．2筑よ

再送サービスを継楓・1ま奉贈焔っ多照する放送霰に

・’ ﾎ燭うとともに倣真野陣する携術瞬発縫泌ためヤ
第二世代の実用放送鯉と応騨衛星3号1（BS・「3）燃
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轡騨翁忌鱒1マ匹吋斜；甲帥：㌦．

14二航空惰嫌構星！岬潤）・∫

　　離甲と．トて・舞我梱で螂猟の細瀬湿ているが～

　　’r嘩あ・1我が国の実情に照準鰍照照システ《を開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
鍋ζと㌍的と偽鰐嘩上技術衛皐（AHS斗を町・．

　β2年度に打ち上げることとし＼．開発を行う6
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・宇宙開発計画（・昭和57年3恥7日三冠）『の見直しに関する関係省庁の要望事項一覧

　　上げ
@　機年度 ’Mロ．ケッ，ト ON－1ロケット・ N一皿㌔ケジト． H－1．ゴケット スペースシャトル

◎技術試験衛星

@　血型

’　　　●

，” T7．・． ◎第8号科学衛 ’（ETS．冨皿．）・ ◎　通信衛星2号
’星

．一@a

1いβTRO二B） （OS－2＼a．）・、
｛r扁　’一’9鱒了ヅ，1』し’　◎

◎　通信衛星2号’ ◎’粒子加速装置

1－b を用いた宇宙

．’ T・8㌧
◎・第g．号科学衛

　（qSr2b．）・
藍咜莱q星2号∴

科学実験：

iSEP・AC）1
’星

，一
Da’

．（EXOSトC）’ （BS－2a’
j：

「

◎こ静止気象衛星’

59． 3号　，

’てGMS一3）’

一L F　　　　　　一　　一　　　　一・　　　　”　　＿　　」　　，

⑨・散送衛星2号ド

◎・第ゴ。号科学 ≒b一

．． q星　・ （BS一’2b㌃）｝． 囹レ〔H－1，・ケツ

60” ，（肌ANET－Aγ’・ 下：（2俊式）
，’

D〔Mr　3・s陞・ケ
・’ ｯ験機’ゴ

ッ♪〕．　．，．‘　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　・・

・，㌦P・… ＜照照ll）・・

・，　o　幽　　　幽

◎’ 諠?D1号科学 ⑨：海洋観測衛星・ 　●
P　，

二衛星・
．　　L　　　　1

r号，

∴（ASTRb」q）， ．（M・σS一1）『一

’61 て腔3s』即グ
シ、ト）・・一

曹，　　　　　　一　　　　　　　己＿ “　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　一画　　　　　　　一 睡1予備用・H⊥i、’
一　マ曹

ロケ．シト（2

段式γ試験機



’

●
u　　ら。 ●

上げ
●

　　機年度 Mロ　ケ　ッ　ト N－1ロケット N一皿ロケッ・ト H－1ロケット スペース

ゆ技術試験衛星

V型

（ETS－V）
〔H－1・ケット

（3段式）試験機〕

陣航空・海上技 ㊥・第一
勘

術衛星 験

62； （AMES）
（：F

，

西レ通信衛星3号

一　a
’

G （CS－3a）
－

こ ［〉地球資源衛星
，

1号
噸
．
9
9
鴨
τ
㍉
・
哩
璽

（ERS－1）

●
」
雨
噌
2
●
9
篭
5

目レ通信衛星3号
… 一b

き
，

（CS－3b）
遥 63 凶レ第12号科学

茎
1　、

q星 〔〉放送衛星3号
●
’
！
　
●
ま

（EXOS－D） （BS－3）

妻

、
ξ
『
昌
一
．
i
縛
，
6
．
L
，
＝
む
、
馬
陸
・
■
，
二
陣
邑

ド
呼
4
匿

画

64

［〉地球資源衛星

　　1号

　（ERS－1）

（：FMPT）

そ

の

他

O

O

o

o

o

O

O

人工衛星技術の研究

ロケット技術の研究

米国宇宙基地計画の調査研究

研究開発の強化等

衛星搭載の高度計及び散乱計の研究

関係省庁に澄ける経費負担の軽減について

自主技術による宇宙開発の促進策について
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◎　既定計画

四レ開発要望事項

［〉開発研究要望事項
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宇二宙開発計画の見直しに関する審議について（案）

　　　　　　　　　　　昭和57年6月16日

　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会　決定

　　　　　宇宙開発政策大欝に基づき、甲編8年度以降におし｛

　　　　て実施する必要一が一あ一る研究及び開発の計画的推進を図る
凋の
　　　　ため、次により調査審議を行う。

1．　審議事項　　　　　¶

　　内外の情勢の変化・宇宙の利用に関する長期的見通

・し咽内の確即蹴の進捗状況並研こ幽幽の要

．望を踏まえて・昭編8年度にやける宇宙蹴縣経

　費の見積り方針及び宇宙開発計画について必要な調査

　審議を行うq
　　　　　　　’　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌻
　　　　　　　　　　　　　　　　．、簿’

2．　審議方法

　　1．の審議は、昭和58年∵3㍉月末までに終えることを

　目途に第一部会において行う。ただし、見積り方針に

　反映させるべき事項については、昭和57年8月上旬

　に審議を終えることを目i途とする。
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